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研究成果の概要（和文）：本研究は看護学生の臨床判断能力育成のためのシミュレーションの学修目標と既習科
目の到達度がラサター臨床判断ルーブリック（LCJR）得点に与える影響を明らかにすることを目的とした.看護
大学2年生に質問紙調査を実施した.シミュレーションの学修目標と既習科目の到達度を独立変数，LCJR得点を従
属変数,正規性の検定，Cronbach α 係数，Spearmanの相関係数，強制投入法による重回帰分析を行なった.LCJR
合計と【気づき】【解釈】の得点は既習科目のフィジカルアセスメント・クリティカルシンキング・看護過程の
到達度に影響があった．

研究成果の概要（英文）：OBJECTIVE: To determine whether the achievement of clinical judgement 
simulation and the previously taken courses affects the nursing students’ scores of the Lasater 
Clinical Judgment Rubric (LCJR).
METHODS: A questionnaire was administered among second-year undergraduate nursing students after a 
simulation was performed. Statistical analysis was conducted using the achievement level of learning
 goals and the previously taken courses as independent variables, and LCJR scores as the dependent 
variables, with normality tests, Cronbach's alpha coefficient, Spearman's correlation coefficient, 
and multiple regression analysis.
CONCLUSION: The LCJR total scores on [Awareness] and [Interpretation] were affected by the 
achievement level of the previously taken physical assessment, critical thinking and nursing process
 courses.

研究分野：基礎看護学　看護教育学

キーワード： 臨床判断　臨床推論　看護教育　コンピテンシー基盤型教育　シミュレーション教育　看護学生　コン
ピテンシー基盤型カリキュラム　教育デザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は，看護学生の臨床判断能力育成のためのシミュレーションの学修目標と既習科目の到達度がラサター
臨床判断ルーブリックに与える影響を明らかにすることを目的とした.
その結果, LCJR合計と【気づき】【解釈】の得点は既習科目のフィジカルアセスメント・クリティカルシンキン
グ・看護過程の到達度に影響があった. 日本の看護基礎教育における看護学生の臨床判断能力育成に影響する専
門基礎分野・専門分野の科目としてはフィジカルアセスメント・クリティカルシンキング・看護過程があり、臨
床判断プロセスとしては「予期から初期把握」が臨床判断能力というコンピテンシーの育成の基盤にあるという
成果を得ることができた.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
1. 研究開始当初の背景 
 
 看護基礎教育課程において、臨床判断能力の基盤となる解剖生理学の強化ならびに基礎
看護学における臨床判断能力や倫理的判断・行動に必要な基礎的能力を養うためにシミュ
レーション教育の充実が求められている。研究開始の当初では、解剖生理学に基づく臨床判
断がシミュレーションでの看護実践能力に与える影響を明らかにするため、従来（解剖生理
学履修後に臨床判断・シミュレーションをそれぞれ履修）と改正（解剖生理・臨床判断・シ
ミュレーションを統合した）授業設計を比較することを検討していた。双方向的に統合した
授業設計による看護実践能力を明らかにすることで、指定規則改正で求められる看護実践
能力向上のための改正カリキュラムの開発の示唆を得ることを予定としていた。 
 一方で、2020 年以降、臨床判断や臨床推論の研究が大幅に進み、文献レビューを行う中
で、コンピテンシー基盤型カリキュラムやコンピテンシー基盤型教育の中での臨床判断能
力の育成も期待されていることが分かった。コンピテンシー基盤型教育を行うためには、学
生の看護実践能力はコンピテンシーとして「知識・スキル・態度・価値観、思考・判断・表
現力」を統合した、学生のパフォーマンスとして示されることを明確にする必要があった。 
そのため、本研究では、従来と改正教育デザインの比較ではなく、既習科目の統合である
シミュレーションでの学修目標の到達度や専門基礎分野を含む既習科目の到達度が、臨床
判断能力に影響するのかを検証することとした。また、既習科目の順序性が臨床判断能力育
成のためのシミュレーションによる学修成果に影響するかという、二つの目的を設定した。 
 
2. 研究の目的 
  
本研究は下記二つの研究目的から調査を進めた。 
 
研究 1) 
看護学生の臨床判断能力育成のためのシミュレーションの学修目標と既習科目の到達度
がラサター臨床判断ルーブリックに与える影響を明らかにすることを目的とした。 
日本の看護基礎教育における看護学生の臨床判断能力育成に影響する専門基礎分野・専
門分野の科目や臨床判断プロセスの各フェーズの到達度の影響が明らかとなれば、臨床判
断能力というコンピテンシーの育成の前に必須の前提科目や教育を示すことができ、今後
のコンピテンシー基盤型教育や他科目を含むカリキュラムデザインの示唆を得ることがで
きると考えた。 
 
研究 2） 
看護学生の臨床判断育成のためのハイブリッド型授業（シミュレーションとオンデマン
ド講義）の順序が学修成果に与える影響を明らかにすることを目的とした。 
特に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック以降、実習時間や実習環境
の制約から、コンピテンシー基盤型教育における対面授業とオンライン授業を組み合わせ
たハイブリッド教育方法や、現実と拡張現実を組み合わせたハイブリッド環境の検討が進
められている。限られたリソースの中でも効果的かつ効率的な臨床判断力を育成するシミ
ュレーション教育方法の順序について検討することは、日本の看護基礎教育のカリキュラ
ムの過密さやシミュレーター、模擬患者、教室、教員の数など、さまざまなリソースの制限
を踏まえた教育設計やカリキュラムへの統合の可能性を検討する一助となると考えた。 
 
3. 研究の方法 
  
研究１） 
研究デザイン：量的分析的研究による横断研究 
研究対象：A 大学看護学科に在籍する 2 年生 110 名のうち、「看護過程・臨床判断」の科
目の中のシミュレーションの単元に参加した学生 95 名に教育的介入を行った.同意が得ら
れた 85 名を研究対象者とし、研究対象はシミュレーション後に学生が回答した質問紙調査
であった。 
調査期間：2022 年 12 月 2 日から 2022 年 12 月 20 日であった。 
教育的介入：本研究は「Evidence-Based Practice（以下,EBP）の教育的介入と教育の報
告ガイドライン（GREET）(Phillips et al., 2016)」に基づき、教育的介入の詳細を決定し
た。看護大学 2年生に質問紙調査を実施した。 
分析：シミュレーションの学修目標と既習科目の到達度を独立変数、LCJR 得点を従属変
数、正規性の検定、Cronbach α 係数、Spearman の相関係数、強制投入法による重回帰分
析を行なった。 



 
研究 2） 
 研究デザイン：準ランダム化比較試験 
調査期間：調査期間は 2021 年 12 月 2 日から 2021 年 12 月 20 日 
研究対象：看護系大学 2年生 85 名を対象とした。90 分授業は糖尿病の模擬患者に対する
シミュレーション（45 分間）と血糖の調節とインスリン分泌・作用に関するオンデマンド
講義（45分間）としたハイブリッド型（分散型）とした。 
教育デザイン：シミュレーションの設計は、NCSBN Simulation Guidelines for 
Prelicensure Nursing Education Programs（全米看護理事会、n.d.）のチェックリストに
基づいて行った。シミュレーションシナリオの開発は、Healthcare Simulation Standards 
of Best PracticeTM Simulation Design に基づいて作成された。シミュレーションデザイ
ンの特徴、成果、ファシリテーター、教育実践は、NLN/Jeffries Simulation Framework
（Jeffries, 2020）に基づいて整理し、具体的な経験、内省的観察、抽象的概念のための時
間と機会を確保するために、Kolb の経験学習モデル（Bertiz & Moreno, 2022）と Simulation 
Research Rubric（Mariani et al., 2020）に基づいてスケジュールを作成した。シミュレ
ーションの実践は、Evidence based Practice となるよう「糖尿病標準診療マニュアル 2019」
（日本糖尿病学会編、2019 年）に基づき設計した。シナリオはリスク、利益、不利益を解釈
するために必要なデータを組み込み、患者の意思決定支援を判断できるようなアウトライ
ンを作成した。学生は、糖尿病で入院した模擬患者における低血糖を観察し、初期対応を行
った。 
分析：既習科目 8科目とハイブリッド型授業の到達度の評価は「未到達」を１点、「到達」
を 10点とした間隔尺度を用いた。また、臨床判断の評価はラサター臨床判断ルーブリック
日本語版(LCJR)を用いた。全項目が正規分布に従わないことをシャピロ・ウィルク検定、群
間比較をマン・ホイットニー検定で確認し、有意水準は p＜0.05 とした。 
 
 
4. 研究成果 
 
研究 1) 
LCJR 合計得点と【解釈】は、学修目標 3「予期から初期把握」と既習科目のフィジカルア
セスメント・クリティカルシンキング・看護過程、【気づき】はフィジカルアセスメント・
クリティカルシンキング・看護過程、【反応】は学修目標 1.3 に影響があった。 
結論: LCJR 合計と【気づき】【解釈】の得点は既習科目のフィジカルアセスメント・クリテ
ィカルシンキング・看護過程の到達度に影響があった。 
 この結果は現在、論文投稿中である。 
 
研究２） 
結果：ベースライン測定として、既習科目８科目の到達度による群間の差はなかった。ハイ
ブリッド型授業後の LCJR の各項目ならびに合計得点、学修目標の到達度に群間による差は
なかった（p＜0.05）。 
結論：ハイブリッド型（分散型）授業において、臨床判断育成のためのシミュレーションと
オンデマンドの順序は、授業後の LCJR と学修目標の到達度に影響しないことが示唆された。 
 この結果は現在、論文投稿中である。 
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